
＜令和元年8月31日＞



「市長と語る会」 次第
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１ 開会宣言・総合司会挨拶（２分）（川村部員）
２ 小和田地区まちぢから協議会会長挨拶（５分）（新倉会長）
３ 茅ヶ崎市長挨拶（２分）（佐藤市長）

財政状況説明（３分)(秋津理事・総務部長）
４ 行政職員紹介（２分）（富田市民自治推進課長）
５ 議事

第１部（３５分）
１）YU－ZUルームの現状
２）交通安全部会の取組み

＜小和田小 通学路の改善＞
３）福祉部会の取組み
４）辻堂駅西口周辺まちづくり部会の取組み
５）広報部会の取組み

～休憩～（10分）
第２部（５５分）
「パネリスト形式での意見交換」（司会 雫石副会長）
テーマ 「老いも若きも充実した我が町にする為には」

６ 総評（５分）（佐藤市長）
７ 閉会挨拶（１分）（島﨑副会長）

日時：令和元年8月31日（土）
13時30分～15時30分

場所：小和田地区コミュニティセンター
主催：小和田地区まちぢから協議会
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委員名簿（令和元年度）

会 長 新倉 昭人 本宿自治会会長
副会長 雫石 剛 協議会推薦委員、交通安全部会 部会長
副会長 島崎 久雄 小和田コミセン管理運営委員会会長・新宿自治会会長
書 記 小林 幸久 協議会推薦委員
会 計 宗田 真由美 協議会推薦委員
監 事 眞壁 章 小和田地区民生委員児童委員協議会会長
監 事 鈴木 徳信 松林地区体育振興会代表

香山 隆 協議会推薦委員、広報部会 部会長
小林 範夫 小和田地区社会福祉協議会会長、福祉部会 部会長
八幡 弘徳 みんなのこわだボランティアセンター長
小宮 宏文 赤松自治会会長、辻堂駅西口周辺まちづくり部会 部会長

★ 豊田 幸子 菱沼小和田自治会会長
瀬戸 孝 赤松町自治会会長

★ 布目 功樹 プランヴェール湘南茅ヶ崎自治会副会長
斎藤 里子 小和田小学校区青少年健全育成推進協議会会長
眞壁 裕子 小和田小学校ＰＴＡ代表

★ 山野 美紀 赤羽根中学校保護者と教師の会代表
渡辺 冨美子 松林学区青少年育成推進協議会代表
塩澤 一男 松林中学校ＰＴＡ会長

★ 小林 千枝 松林小学校ＰＴＡ代表
★ 広瀬 香苗 杉の子こども会会長

中田 一夫 協議会推薦委員
露木 光善 公募委員★：新委員
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YU－ZUルームの現状

茅ヶ崎市HPより http://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/himekuri/1032358/1032464.html

第１部

http://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/himekuri/1032358/1032464.html


辻堂駅周辺の大規模開発 （藤沢市側）

湘南テラスモール辻堂駅のリニューアル

辻堂駅西口北側マンション 湘南藤沢徳洲会病院
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茅ヶ崎市側にも大型マンションが建設

シエリア湘南辻堂（３５２戸） 2018年4月完成 6
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赤松ドングリ公園 ／ YU-ZUルームで楽しむ子供達

近隣の子供たちで大賑わい 若いお母さん方も大集合
（YU-ZU ルームテラス）
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YU-ZUルーム内では子どもたちへのイベントも活発
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保育園も開設されました（2019年4月）

赤松町は、速度規制を強化のため
「ゾーン３０」エリアに設定

交通量がますます増える東小和田交差点

チャレンジパーク ・ YU-ZUルーム
周辺の状況
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2017年から定期的に ゾーン３０告知キャンペーンを実施

２０１９年１月３０日
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交通安全部会の取組み
＜小和田小 通学路の改善＞
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テーマ：小和田小学校 通学路の改善

視認性の確保

・ドライバーが、学童を早期に確認

・学童が、車を認識

注意喚起

・ドライバーへ、優しい運転に誘導

・学童へ、登下校時ルールの再指導

検討会の実施
＠交通安全部会

（ 2019年1月～
2回/月 ）

*4月から新メンバー
も参加

市民自治推進課

安全対策課

広域事業政策課

道路管理課

教育施設課
部会員

小
和
田
小
学
校
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小和田小学校 通学路の改善（1）・・・【改善済み； 2019年4月】

防砂シート
撤去前

防砂シート
撤去後

南東側交差点（ドライバー目線） 南東側交差点（学童目線）
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小和田小学校 通学路の改善（2）

小和田小学校
南側道路の現状

【提案内容】

© Google Map

南側道路
交通量が多い

：主要な通学路
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小和田小学校 通学路の改善（3）

通学路にある国道１号線の歩道橋
（赤松歩道橋）

授業で改善案検討

４年生；「どんな歩道橋にしたいか？」
アイデアを絵に書く（夏休みの宿題）

５年生；「危険に感じる場所をﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ」
フィールドワークで撮った写真を地図上に貼付
⇒【自分でできる安全なまちづくり】を具体化

広島県ＨＰより
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/91336.pdf

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/91336.pdf
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/91336.pdf
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福祉部会の取組み

小和田地区の歴史と文化を学ぼう 「ピノキオ」と「ふれあいサロン」のコラボ
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小和田地区の歴史と文化を学ぼう

千手院で住職の説明を聞く

熊野神社で総代より話を聞く

閻魔堂にて
閻魔十王について
話を聞いている。

成り立ちや参拝の
作法を学ぶ

参加者を住民全
体に広げる

学童保育「ピノキオ」
菱沼「まつぼっくり」も

参加

子供達３３人を含む７５名が参加しました。
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小和田地区の歴史と文化を学ぼう 「広徳寺」
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広徳寺訪問の反省

・ 参加者は、７５名（小学生以下３３名）で盛況であった。

・ 住職の説明は、丁寧で大人は楽しかったが、子供にはチョット？

・ 多くの子供が法衣を着て記念撮影を楽しんでいた。

＜番外編＞

・ 昭和２０年の小和田周辺の航空写真が登場し、田んぼが宅地に
変わった変化が興味深かった。
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「ピノキオ」と「ふれあいサロン」のコラボ
のビデオ
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辻堂駅西口周辺まちづくり部会

防災×まちづくりワークショップ
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「防災×まちづくりワークショップ」の実施
目的：ワークショップを通じて、要配慮者となる子供や高齢者の防災意識を啓発する。

6月 7月 8月 9月

全体計画

15 3 19 9 23 11/24 12/22 1/26

● ● ● ● ● ☆ ☆ ☆

チラシ決定 実施項目決定 災害を知る 地域のリスク まとめ

実施項目の検討 を知る

中旬

参加者の募集 ◎

チラシ全戸配布

☆災害を知る ◎自分の防災力を知る

プログラム案 ＶＲ体験 ◎基調講演 ◎まち歩き

起震車体験 ◎体験する ◎まちのポイント紹介

液状化体験 ◎基調講演

◎防災まちづくり開始

上　期 下　期

基本構想・実施項目の決定 ワークショップの実施・まとめ

チラシ貼付け
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2 ＶＲ体験（まちなかの火災）

出典：株式会社CADセンターHP

実施目的
➢ まちなかで火災が起きた場合のイメージを持つ

その他
➢ 一度に実施できる人数が少ないため他プログラムとセットで実施

出典：iDEACLOUD HP

第１回での実施難易度
Ａ
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4 起震車体験

実施目的
➢ 実際の揺れを知る

出典：神奈川県全域タウンニュース

第１回での実施難易度
Ｂ
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6 液状化体験 実施目的 ： 液状化の原理を学ぶ
第１回での実施難易度

Ａ



26

広報部会の取組み

ホームページの充実広報誌の定期発行
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★ 広報誌「小和田地区まちぢからニュース」を年６回作成

※ 身近な地域の話題を取り上げる
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★ スマホでの視聴を基本にするホームページの充実

・一目でわかる
画像中心のページ作成

・文字数を少なくした
簡潔説明

・各自治会/参加団体の
紹介ページも掲載

Google モバイル フレンドリー テストツール実施結果
https://search.google.com/test/mobile-friendly?hl=ja

https://search.google.com/test/mobile-friendly?hl=ja
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交通安全部会の取組み ＜予告編＞

市民が楽しめる
「七福神巡り」相州

小出
令和2年1月7日 開催へ

主催；小出地区まちぢから協議会

小出地区
まちぢから協議会

小出地区・小和田地区まち協
意見交換会 （2019年3月～、1回/月）

小和田地区
まちぢから協議会

・市民自治推進課
・産業振興課
（観光協会）

拠点は里山公園

コミセン 共催
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第１部 終了しました。

佐久間 川原 川村

ご清聴ありがとうございました。



31

第２部

パネリスト形式での意見交換

【テーマ】

「老いも若きも充実した我が町にする為には」
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平成30年度茅ヶ崎市在宅高齢者実態調査より抜粋

第 2 部に向けた準備：データから捉える ①

75歳以上

13%

75歳未満

87%

茅ヶ崎市内の75歳以上

の人口割合

市内総人口＝243,877

総人口

243,877人

31,506人
75歳以上

10%

75歳未満

90%

小和田地区における75歳以上

の人口割合

1,563人

小和田
地区人口
16,302人



41.3％

552人

45.0％

601人

12.6％

168人

1.1％

15人

自宅で生活する人

の健康状態

良い

普通

良くない

無回答

調査総人数

＝1,336人
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平成30年度茅ヶ崎市在宅高齢者実態調査より抜粋

第 2 部に向けた準備：データから捉える ②

90.4%

1,336人

0.9%

13人

8.5%

126人

0.2%

3人
現在の生活状況

（小和田地区）

自宅で生活

入院中

施設に入居

無回答

調査総人数

＝1,478人

自宅で生活する人に注目



35.0％

467人

58.4％

780人

2.8％

37人

3.9％

52人
地域活動等への参加

はい

いいえ

今後参加

したいと思う
無回答

調査総人数

＝1,336人

自治会

58.7％

274人

防災

8.4％

39人

児童見守り

ボランティア

3.9％

18人

地域サロン

18.0％

84人

老人会

17.3％

81人

その他

21.8％

102人

無回答

3.4％

16人

参加している

地域活動

調査総人数

＝467人
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平成30年度茅ヶ崎市在宅高齢者実態調査より抜粋

第 2 部に向けた準備：データから捉える ③
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第 2 部

令和2年10月に新たに市営住宅と複合施設が完成予定
地区ボラセン、地域包括支援センター「青空」児童クラブ「ピノキオ」が入居

小和田地区には、コミュニティセンター、地区ボランティアセンター、
本宿自治会館、YU－ZUルームがあり、住民同士が集える施設がある。

２部テーマ
「老いも若きも充実した我が町にする為には」

75歳以上の高齢者の多くが自宅で生活しているにもかかわらず、地域活動に
参加しているのは35%との結果がでていることが地区住民同士の関係性が希
薄になっているのではないか？？

【①】

【②】

【②‘】

【③】



次は

第２部 パネリスト形式での意見交換 です


